
目的

新型コロナウイルス感染症に対する感染予防対策を策定する。
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演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業など
はありません。

方法

結果

まとめ COI

血液浄化センター実務者会議を開催し、入室方法、待合室、治療エリア、患者教育、更衣室、環境整
備について対策を検討した。

一般外来患者との接触を避けるため、透析患者専用出入口とした。（図1）出入口での体温測定と身体
症状や行動歴の問診（図2）を実施し、スクリニーングを行った。（図3）スクリーリングで問題があっ
た場合は車中待機とし、必要時医師の問診後、入室することとした。
待合室での三密対策として、入室時間の10分前に透析患者専用エレベータで待合室へ入り（図4,5）、
ソファは間隔を開けて座り（図6）、定期的に換気を行った。
また、手指消毒用アルコールを増設した。（図7）

院内感染管理室の指導の下、スタッフや患者の協力を得
ることで感染予防対策を強化することができた。今後も情
勢を見極めながら対応する必要がある。

外来患者と入院患者の接触を避けるため、入退室経路や体重測定の場所、治療エリアを分けた。（図
8）また、行動歴等から、感染リスクのある患者はコホート管理とし、ベッド配置を工夫することで飛
沫感染防止対策を行った。（図9,10,11）自覚症状（発熱・上気道症状など）が出現した場合は、院内共
通のリスクレベル分類に基づいて、治療ベッドの選択（図12）、入室時間、入室経路、個人用防護具
（PPE）の変更を行った。

患者説明用の用紙を作成し、マスク着用の徹底、手指衛生の重要性、自宅での過ごし方、
体調不良時の連絡について患者教育を行った。
更衣室利用時は清掃と記名を患者さんに協力頂いた。（図13）
環境整備は、1患者毎にベッドサイドや機器を清拭し、待合室や更衣室も1クール毎に清
掃することを徹底した。

入室方法・待合室

治療エリア

患者教育・更衣室・環境整備

図１３．更衣室記名板

図8.エリア図 図9.飛沫防止対策 図11.カーテン隔離図10.パーテーション隔離 図12.陰圧個室

集団感染の 3つの条件、「密集」「密閉」「密接」を 

避けるための対策を行います。 

ご協力お願いします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※変更後の予定時間  

（状況によってはお待たせする場合もございます） 
 

 

①番入室 ９時１５分 

②番入室 ９時２５分 

③番入室 ９時３５分 

④番入室 ９時４５分 

⑤番入室 ９時５５分 

⑥番入室 １０時０５分 

最後入室 １０時１５分～ 

①番入室 ９時 20分 

②番入室 ９時 30分 

③番入室 ９時 40分 

最後入室 ９時 50分～ 

 

 密集対策 

待合室が混み合うのを避

けるために、ベッド毎に

時間差でご案内致しま

す。定時での来院にご協

力お願いします。また、

自家用車で通院されてい

る方は、時間まで車で 

待機をお願いします。 

 

密接対策 

近距離での会話を避け

るために、待合室では、

間隔（隣に手が触れな

い程度）を空けてお座

り下さい。対面になら

ないように ご協力お

願いします。 

 

密閉対策 

換気のため、 

待合室の窓の

開放と透析室

の扉の開放を

行います。 

 

 

 

 

 

 

入室 15時 30分～ 

 

昼 ＜A チーム＞ 昼 ＜B チーム＞    ナイト 

その他： 

◎ ドアノブや手すりなど手の触れる所を消毒薬で 

清掃を行います。 

◎ マスクの着用、手洗い、手指消毒など 

     基本的な換気の感染予防を行いましょう。 

 

図1.透析患者専用出入口 図2.体温測定・問診の様子 図3.案内板⓵入室前 図4.案内板②エレべータ前 図5.待合室の掲示 図6.待合室の様子 図7.出入口の手指消毒


